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⑪加茂の露台・奈良の白壁  

大正初期 
⑩大根河岸 1908年 

広報図版をご使用希望の場合は、「画像使用申込書」に必要事項を 

記載の上、FAX またはメールで当館にお送りください。 

2. 肉筆作品を多く盛り込んだラインナップで、 

作品の背景や夢二の内面に迫る展覧会 

１. 夢二が憧れた古き良き日本をたずね、 

和の作品世界や日本文化の魅力を再発見 

 

④ある思出 

制作時期不詳 

⑤炬燵 

明治末～大正初期 

⑨『春の鳥』 1917年 

1901(明治34)年に上京し、夢二は東京を主

な拠点として活動した。 

 

夢二は昔ながらの風情を残す下町に通って

スケッチを盛んに行い、近代化によって失

われゆく趣を惜しんだ。 

 

また、1923(大正12)年に発生した関東大震

災が転機となり、東京の街は変貌したが、

夢二は以前の東京を故郷のように懐かしく

感じて、作品を通して思いを寄せた。 

京都に約 2 年暮らした夢二が体験した、伝統や

自然の美を制作に繋げた。 

 

大正期には京都府立図書館で２度の個展を開

催、最愛の恋人と同棲も経験し、夢二は京都で画

業と暮らしの両面において充実した時間を過ご

した。 

 

夢二は伝統の美と独創性を調和させ、京名所や

舞妓姿を多くの分野の作品に表現した。 

②春 1918年 

⑦小春 1916年 ⑥雪の夜の伝説 1926年 

個性的な美人画や役者絵を表した夢

二は、浮世絵師の喜多川歌麿にも例

えられ、木版による表現に力を注い

だ。 

 

夢二は、江戸期の浮世絵木版画に関

心を寄せて研究し、伝統を踏まえて

彫師や摺師と協働で制作を行った。 

 

書籍や雑誌の仕事においても、夢二

は木版や印刷技術を追求し、完成度

の高い作品を発表、好評を博した。 

 

夢二は三味線を爪弾きながら歌う小唄

や、全国に伝わるわらべ歌などの伝承

歌を収集し紹介した。 

 

著作『春の鳥』には恋の場面を中心とし

た小唄を集め、表紙は浮世絵風、本文に

は唄に合わせて夢二式美人の口絵を挿

入した。 

 

また、夢二は子供時代に聞いたわらべ

歌や子守唄の記憶をもとに、明治末期

より子供目線で制作した詩やイラスト

レーションを発表した。 

芸事を好む家庭に育ち、歌舞伎や文楽(人

形浄瑠璃)を好んだ夢二は、古き良き日本

の姿を芝居の世界に見い出した。 

 

とりわけ世話物と呼ばれる義理や情愛、

事件などを扱う芝居に共感を覚え、夢二

はその一幕や登場人物を作品に表した。 

 

また、古代から近世にかけての歌集や物

語にも夢二は親しみ、先人の優雅で感情

豊かな表現から刺激を受けた。 

⑧『源氏物語情話』 1918年 

③童話劇「春」舞台面 大正後期 

夢二が実生活から得た印象と、自らの理想を合わせて生

まれた女性像「夢二式美人」は、明治末から大正にかけて

大ブームを巻き起こした。 

 

しぐさや表情、着物からのぞく肌などの、日本女性がもつ

美を、夢二は独創的な女性像の特徴に取り入れた。 

 

夢二に愛情を注いでくれた母や姉にまつわる記憶は、理

想の女性像に影響を与え、さらに妻や恋人をモデルに美

人画を制作することもあった。 

表現のキーワードとなる「ノスタルジー」と「夢二式美人」に着目・本コーナーでは肉筆作品から、夢二が思い描く日本のイメージを探る。 

日本を象徴する富士山に夢二は

思い入れがあり、子供のための

劇の背景にも富士山を彷彿とさ

せる山を出現させた。 

 

生涯童心を持ち、制作を続けた

夢二は、童話劇「春」が1923(大

正12)年に初演された際、子供が

想像した世界を意図して、自ら

布でセットを設えた。 

 

ノスタルジー 夢二式美人 15歳の冬、一家で北九州に転居したた

め、ふるさとの思い出は心象風景とな

って作品に投影された。 

 

のどかな風景の中に遊ぶ子供や、優し

い母の姿が表現され、幼い夢二に強い

印象を残した旅人も繰り返し描かれ

た。 

 

心から安らげた場所で、過ぎ去った時

を愛おしむ夢二のまなざしが、それぞ

れの作品から感じられる。 

✸

1884(明治17)年、岡山県に生まれた夢二は、中学入学まで郷里で過ごした。 



          

展覧会名称 

夢二の日本 描かれた理想郷 
 

主催及び会場 

竹久夢二美術館 
 

住 所 

〒113-0032 東京都文京区弥生２－４－２ 
 

Ｔｅｌ 

０３－５６８９－０４６２ 

 

会 期 

２０２６（令和 8）年 10月 3日㊏～12 月 20日㊐ 
 

休館日 

月曜日（ただし 10月 12日、11月 23日開館、 

翌 10月 13 日、11 月 24日（火）休館） 
 

開館時間 

午前 10 時～午後 5時 

（入館は午後 4時 30分までにお願いします） 
 

入館料 

一   般  １２００円  大・高生 １０００円  

中・小生   ５００円 

※弥生美術館と 2館併せてご覧頂けます。 
 

交 通 

東京メトロ千代田線〈根津駅〉及び 

南北線〈東大前駅〉よりいずれも徒歩７分 

ＪＲ上野駅 公園口より徒歩 20分 
 

 

 

✸展覧会についてのお問い合わせは  
 

竹久夢二美術館 学芸員 徳重美佳 までお願いいたします。 
 

 e-mail yumeji-m@muse.ocn.ne.jp     tel ０３－５６８９－０４６２     fax ０３－３８１２－０６９９  
 

ホームページ 

https://www.yayoi-yumeji-museum.jp 

 

 

担当学芸員による 

ギャラリートーク 

開催 

10/17(土) 11/8(日) 12/5(土) 

いずれも午後 2時より 

明治17年 － 昭和9年 

（1884 - 1934） 

竹久 夢二 
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竹久夢二美術館 

✸ 美術館ショップにて 夢二の和テイスト 

オリジナルグッズ取扱中 ✸ 

 
（取扱い商品一例） 
 

ブックカバー ￥1500 

絵はがき       ￥120 
 

新商品 靴下     ￥1500 
 

(価格はすべて税込） 



          
 

 

竹久夢二美術館  徳重 行 

 

夢二の日本 描かれた理想郷 
 

画 像 使 用 申 込 書  
 

 

画像送付日            月    日 必着  

掲載紙（誌）／番組名 

発売／放送予定日 

所属・ご担当者名 

ご住所  〒 

TEL FAX 

メールアドレス 

 

ご希望の図版番号に○をしてください。 

図版番号（プレスリリースをご参照ください） 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９ １０ １１ 
 

       
 

読者プレゼント招待券 （5組 10名）  希望する 希望しない 

 

通信欄 

 

 

 

画像データの提供ついて 

同封のプレスリリース掲載の番号のある図版について、メールで画像データをお送りいたします。 

ご希望の場合は、この申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX 03－3812－0699までお送りください。また美術館

写真（外観／展示室）等を必要とされる場合はご一報ください。 

 

読者プレゼント用招待券のご提供について 

 読者プレゼント用にご招待券（5組 10名様分）をご用意いたします。この用紙にてお申し込みください。 

 

掲載紙（誌）ご送付のお願い 

 本展に関する記事をご掲載いただきました際には、お手数ですが掲載誌（紙）をお送りくださいますよう 

お願い申し上げます。  〒113－0032 東京都文京区弥生２－４－２ 竹久夢二美術館  担当 徳重宛 

FAX ０３－３８１２－０６９９ 


